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黄遵憲 「人境廬雑詩」 に つ い て （下）

小 川 恒 男

は じめ に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ）

　黄遵憲 （1848 〜 1905） の 『人境廬詩草』 （以下 『詩 草』） 巻 二 に 「人境廬雑

詩 」 と題す る五 言律 詩 8 首 を収 め る 。 『鈔 本』に は 同題 の 作が 10首 あ るが 、 『詩

草』 は 『鈔 本』の 其
一

か ら其人 まで をその 順序通 りに残 し て お り 、 其九 ・其十

は今 「人 境廬 詩輯補」 （以 下 『輯補』） に 見 る こ とが で き る 。 1874 （同治 13）

年 の 春 、 黄遵憲 は 自分 の 家 を改修 して 人 境廬 と名 を 改め た 。 それ は 廷試 に 応 じ

るた め 、 都 へ の 旅 に 上 る直前 、 27歳 の 時の こ とだ っ た 。
「人 境廬雑詩 」 とい う

作品 群 は 、 8 首全 体 をひ とっ の シ リ
ー ズ と して 捉 え て 俯 瞰 して み る と、 基 本的

に は 改修 な っ た 我 が 家の す ば ら し さを主題 とす る と見做 して よ い
。 その 庭 園の

植物 や動物 を具体的な素材に うららか な春景 を描 き 、 生 まれ 育 っ た住 ま い をめ

ぐる様 々 な事柄 に思 い を致 して 、 人境廬 とい う我 が 家 こ そ が 自分に と っ て 真に

心 安ま る空 間で ある こ とを確認す るか の よ うに繰 り返 し述べ る 。 しか し 、 廷 試

に応 じるた め 、 黄遵 憲は 夏 が 来 る前 に は そ の 我 が 家 をい っ た ん 離れ る こ とに な

っ て い た 。 20歳の 春 、 初 め て 院試 に応 じた頃か ら科挙 とい う制 度に早 々 と見切
　 　 　 　 　 　 2）

りを付 け て い た に も関 わ らず 、

一
家 を維 持 す る た め の 経 済 的な要 求 もあ り、

経世 の 才に 対す る 自負 も充分 に あ り、加 えて 世 の 頽 勢をは っ き りと認識 し て い

た彼 は 、

一
族 の 期待 を担 い 受 験 の た め の 旅 に 上 る の で あ る 。 そ の た め 、

「人境

廬雑詩 」 の 前半 4 首 に は 、 こ の まま人 境廬に あ っ て 陶淵 明の よ うな 「近郊 の 楽

しみ 」 を楽 しみ な が ら隠棲 し て し まい た い とい う思い と 、 多 くの 人 々 が そ の 自

覚の な い ま まに 波乱 を迎 えっ っ あ る 世 を何 とか して 救 うた め政 治の 場 に参 画 し

て み た い とい う望 み との 問 で 、微妙 に揺れ 動 く人 物 が 描か れ る こ とに な っ た 。

その 美 しい 春の 佇ま い で 陶淵 明へ の 憧憬の 念 を深め た の も人境廬な らば 、 科挙

に 登 第 すべ く10年 に わ た っ て 研 鑚 を積 ん で きた 場 も ま た 人 覓廬だ っ た の で あ

る 。 その よ うな微妙 な揺 らぎを描 くこ とに よ り、 人境廬 へ の 愛着の 情が 間接的

に 、 しか し非常に 印象 的に表 出され る の で あ る 。

　基本的に 編年 の 体裁 を とる 『詩 草』 で 「〜 雑詩 」 とい う形 式 の 題 を持つ 作品

と して は 「人 境廬雑詩 」 が最初 に 現 われ 、次 に は 1891 （光緒17）年 か ら1894 （光
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ）

緒 20） 年 にか けて 作 られ た 「新 嘉坡 （シ ン ガ ポー
ル ） 雑詩 十 二 首 」 が 巻 七 に

見 え る 。 同 じ く巻 七 に は 「養疳 雑 詩」 17首 も収 め る が 、 銭仲聯 が 「『原稿本 』

無此詩 、 蓋戊戌 回 郷以後所補 作 。 」 と指摘す る とお り、 こ れ らは 1898 （光緒 24）

年 の 戊 戌政変 後 、 家郷 に帰 っ て か らの 作の よ うで あ る 。 巻八 以 降に は 「〜 雑詩」

とい う詩題 は 見 られ な い
。 黄遵憲 に は 「雑感 」 5 首 （『詩 草』巻

一
） 「海 行 雑

感 」 14首
｝

（同巻四 ） の 「〜 轗 」、 或 い 1ま 「日本 雑事詩 」 2・・首 の 「〜 雑事詩 」

とい っ た 詩題 を採 用 した 作 もあ る 。 こ れ ら 「雑」 を伴 う詩題 を持 つ 作品 が
、 必

ず し も
一

時の 作で は ない とい う可能性 を残 しつ つ も、 い ずれ も 5 首以上 の 連 作

に な っ て い る点 は 、
「雑 」 字の 持 つ 本来 の 意味 を反 映 して の こ とだ ろ う。

た だ 、

詩題 とい うもの に は詩 人 の 何 ら か の 思 い 入 れ が 反 映 され て い る は ずだ とす る な

ら ば 、
「雑詩」 「雑感 」 「雑事詩 」 とい う詩題 は そ れ ぞれ よ く似 て い る けれ ど も、

詩 人が そ の 詩題 を選 択 した意図 は 作 品その もの の 内容 か ら汲み 取 る こ とが で き

る の で は な い だ ろ うか 。

　そ こ で 、 まず 「人境 廬雑詩 」 の 内容 と構 成 とに つ い て 考察す る と こ ろ か ら始

め よ うと考 え 、 拙稿 「黄遵憲 『人 境廬雑詩』 に つ い て （上）」 （「中国古 典文 学

研 究」 第 3 号 　2005 年 12月 、 以 下 「前稿」） で は 、
「人 境廬 雑i詩 」 前 半 4 首 に

つ い て 考察 を加 えた 。 内容 と詩 型 か ら詩人 が 杜甫 の 「秦州雑詩 」 を意識 して い

た 可能性 に言 及 し、 構成 か ら黄遵憲 が 「人 境 廬雑 詩」 を前半 4 首 と後半 4 首に

大 き く二 分 した 上 で 、
2 首で

一
組 、 即ち其

一
と其 二 を

一・
組 、 其三 と其 四 を別 の

一
組 と して 読 まれ る こ とを期待 した の で は な い か と論 じた 。 紙幅 の 都 合 で 其五

か ら其 八 、 及 び 其 九 ・其 十の 内容 と構 成 に つ い て 記述す る余裕 が な か っ た の で 、

本稿 は 前稿 を引き継 ぐ形 で 論 を進 め た い
。

1 ． 「多余恋 旧 心 」 と 「独 坐到 微明」

　 「人 境廬 雑詩 」の 後 半 4 首 の 内容 は 、前 半の 4 首 とは 趣 を ま っ た く異にす る 。

上 に も述 べ た よ うに 、 前 半 4 首の 作 中人物 が 自分 の 現在 と将 来 と に 向か い 合 っ

て い るの に 対 し 、 後 半 4 首の 人物 は 過 去 に 目を 向け て い る。 た だ 、 2 首 で
一

組

とな る よ う構成 され る枠 組み は 前 半 4 首 か らそ の ま ま保持 され て お り、次 に掲

げる 其五 と其 六 とが
一

組 で あ る 。

　　人境廬雑詩 　其 五

紫藤花圧架　　紫藤 　花 　架 を圧 し

開落 到 如今 　　開落 して 如今 に 到 る

旧 雨傷黄土　　旧 雨は黄土 を傷み
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残 春悵緑 陰

尋香猶惘惘

埋 玉 故深 深

庭 下 間叉 手

多余恋 旧 心

　 　 　 　 　 　 り ら

残春 は 緑 陰を悵む
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ば り ば り

香 りを尋 ぬ る こ と　猶 ほ 惘惘
　 　 　 　 　 　 　 　 もと よ

玉 を埋 む る こ と　 故 り深 深
　 　 　 しづ　　　　　 　　　 さ

庭下に 間か に 手 を叉 すれ ば

余が 旧 を恋ふ るの 心 を多か ら しむ

棚を押 さえ付 けん ばか りに覆 っ て い る紫 の フ ジの 花 は 、 咲 い て は 散 っ て 今 日ま

で 歳月 を重ね て きた 。 毎年 こ の 季節に な る と花 を咲 かせ る フ ジの 紫の 花が 古い

記憶が呼 び 起 した の か 、
「人 境 廬 雑 詩 」 其 五 に は 詩 人の 懐 旧 の 情 が 語 られ る。

銭仲聯 の 注が 引 く古 直の 箋 が 「案 、 此詩 蓋 有所 悼也 。 （案ず る に 、 此 の 詩　蓋

し悼 む 所 有 る な らん
。 〉」 と言 うよ うに 、 今 は 亡 き人 を思 う様子 な の だ が 、 そ

れ が 具体的に誰 で あ っ たの か 、 どの よ うな 出来事 が あ っ たの か は ま っ た く語 ら

れ ない ま ま 、 た だ ぼん や り と し た イ メ
ー ジだ け が典故 を多 く用 い た 表現 で 重ね

られ る 。 頷 聯 が 既 に 瞹 昧模 糊 と し て 分 か り難 い
。 第 4 句 「緑陰 」 は 、 む か し多

少 と も心 を通 わせ 合 っ た こ との あ る女性 が 、 後 に 見知 らぬ 男性 に嫁 ぎ幾人 か の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．5）

子 の 母 に な っ て い た 、 とい うこ とを表 わす成 語で あ る 「緑葉 成陰」 に 基づ く。

し か し 、 第 3 句 「旧雨」 が 杜甫 の 「秋述」 に 「常時車馬 之 客、 1日雨来、 今 雨不

来 。 （常時　車馬 の 客 、 旧 雨 に は 来 た る に 、 今雨 に は 来た らず 。 ）」 とあ る こ と

か ら 、 古い 友 人 をい い
、

「黄土」、 銭仲聯 が 杜 甫 「閣夜 」 詩 に 「臥 龍躍馬 終黄

土 、 人 事 音 書 漫寂 寥 。 （臥龍 　馬 を躍 らせ て 黄土 に 終 は り 、 人事 　音書 　漫 と

し て 寂 寥 た り。）」 と あ るの を 引 い て 墳 墓 ま た は あ の 世 の こ と だ とす る の を踏

ま える と 、 幼馴染み の 女 の 子 は や が て どこ か 他所 へ 嫁 ぎ、 子 宝 に も恵 ま れ て い

た の に 、 不 幸 に も儚 くな っ て しま っ た 、 とい うよ うな 内容 に な るだ ろ う。

　そ の 幼馴 染みは 黄遵憲の 親戚 だ っ たの か 、 墓 が人 境廬の 庭園内の ど こ か に あ

っ た こ とが 頸聯で 描 か れ る 。 こ こ で もその 表 現は 典故 を踏 ま え て 非常に 美 しい
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 ）

第 5 句 「尋香 」、 よ い 香 りの 源 を求 め て 遡 る こ とだ が 、 そ の 香 りは第 6 句 「埋

玉 」 か ら発 せ られ た もの で あ る 。
「埋 玉 」 は 『世説 新語 』傷 逝 に 「庚 文 康亡 、

何揚州 臨葬云 、 『埋 玉 樹 箸土 中、 使 人 情何 能 已 已』。 （庚 文 康 ［庚 亮］　 亡 じ
、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ

何揚州 ［何 充］　 葬に 臨ん で 云ふ 、 『玉 樹 を埋 め て 土 中に 箸
：

く 、 人 の 情 を して

何 ぞ能 く已 已 た ら しめ ん や 』 と。 」 と見 え る よ うに 、 才能 あ る 人 を埋 葬す る こ

と、 ま た そ の 埋 葬 され た場所 を い うが 、例 え ば 清 ・洪昇 の 戯 曲 「長 生殿 」 第25

齣が 楊 貴妃の 埋 葬の 場面を描い て 「埋 玉 」 と名 付 け られ て い る こ とか ら も窺 え

る よ うに 、 美 しい 女性 の 埋 葬 をイ メ
ー

ジ させ る語 で あ り、 黄遵 憲 も恐 ら くそ の

意 味で 用 い る 。 今 は 亡 き人 を偲 び 想い に沈み なが ら歩 い て み て も、 彼 女を埋葬

した辺 りは ひ っ そ りと静ま りか え るばか りで あ る 。
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　第 7 句 「叉 手 」 は 『唐才子伝』温 庭筍に 「毎試 、 押官韻 、 燭下未 嘗起 草、 但

籠袖憑 几 、 毎一
韻

一 吟 而 巳 。 場 中 日温 八 吟 。 又 謂 八 叉 手成 八 韻 、 名 温 八 叉 。 （試
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i，；う　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 き

み らる る毎 に 、 官韻 を押 し て 、 燭 下 に 未 だ 嘗 て 起 草せ ず 、 但 だ 袖 を籠 して 几
　 つ 　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　

L
　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　 さ

に 憑 き、
一

韻毎 に
一

吟 す る の み 。 場 中　温 八 吟 と 日 ふ 。 又 た 八 た び 手 を叉 すれ

ば八 韻 を成 せ ば 、 温 八 叉 と名 つ く 、 と謂 ふ 。 ）」 と あ るの を踏 ま え、 詩想 を練

るた め に腕組み をす る こ と。 幼馴染み の 女性 が な お健 在 だ っ た な らま だ しも、

もは や 「黄 土 j とな っ て しま っ て い る の で あれ ば 、 第 3 句か ら第 6 句 まで に 描

か れ る の は 単な る甘酸 っ ぱ い 記憶 と呼べ る もの な の だ ろ うか 。 そ れ で も作 中の

人 物 は 哀 しい 記憶 を言 葉で 表現 し て み よ うと想 を練 る 。 人境廬 をひ とつ の 舞台

と して 詩 人 の 胸 中に去 来 した 喜怒哀 楽 の 情 、 そ して詩 人 の 情 を喚 起 した 様 々 な

出来事 、 そ れ らすべ て の 記憶 を引っ くる め て
、 人境廬 は詩 人の 心 を惹 き付 け て

や ま な い 。
「多心 」、 『呂氏 春秋 』精諭に 「紂雖多心 、 弗能知 矣 。 （紂　多心 と

雖 も 、 知 る能は ず 。 ）」 と あ り 、 高誘注 に 「紂多 悪周 之心 、 不 能 知周 必 病。 （紂

　周 を悪 む の 心 を多 か ら しむ る も 、 周 の 必 ず 病 た らん こ とを知 る能 は ず 。 ）」

とあ る 。 こ こ は 紂 が 周 を憎悪 す る心 を深 め た の とは 逆 に 、 愛慕す る心 が い や 増

し た こ と を表現 す るの に用 い た。 「恋 旧」、 陶淵 明 「帰 園 田居 」 其
一一

に 「覊 鳥

恋 旧林 、 池魚 思 故淵 。 （覊鳥 は 旧 林 を恋 ひ 、 池魚は 故淵 を思 ふ 。 ）」 とあ る の を

意 識 し た か も しれ な い
。

「帰 園 田 居 」 が 家居 に 帰 っ て か らの 作 で あ り、 「人 境

廬雑詩 」が 家居 を離れ よ うと した時 の 作で あ る とい う状況 の 違 い は あ る もの の
、

い ずれ も 自分が 本来居 るべ き場所に 対 す る思い を 「恋」字で 表 現 して い る 。
「人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ い lf

境廬 雑 詩」 其二 で も 「暖絮 魚行 水 、銜 雛鳥 恋巣 。 （絮 を暖 み て 魚は水 を行 き、

雛 を銜 ん で 鳥 は 巣 を恋 ふ 。 ）」 と 、 日常の 生 活 が 営 まれ る場 か ら立 ち去 りか ね

て い る状 態を 「恋」 で 表 わ して い た 。

　 こ の よ うに 「人 境廬 雑詩 」 其五 に は今 は 亡 き人 の 記 憶 に よ っ て 人境 廬 に 引 き

留 め られ る 人 物 が 描 か れ る 。 何 か し ら憚 りが あ っ た の か も しれ ない が 、 亡 き人

の 姿が あ ま りに 曖昧 と して い る た め 、或 い は人 境 廬 を舞 台 とす る虚 構 を詩 人 が

創作 した の で は ない か
、 少 な くともか な りの 程度 で 誇 張 の 手 が加 え られ て い る

の で は ない か とい う印象が残 る 。 で は 、 其六 は ど うだ ろ うか 。

入 境廬雑詩

葉 葉蕉相 撃

叢叢竹自鳴

蕭蕭伝 雨 意

槭槭誤秋 声

露 湿寒蛩 寂

　 其六

葉葉 　蕉 　相撃 ち

叢叢 竹 自ず か ら鳴 る

蕭蕭 と し て 雨意を伝 へ

さくさく

撮 槭 と して 秋 声 と誤 る
　 　 　 　 　 　 かん きょ う

露は湿 りて 　寒 蛩　寂 た り

一 80

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

5

枝揺 暗鵲驚

幢 幢燈影暗

独 坐 到 微 明

　 　 　 　 　 　 あ ん じゃ く

枝 は揺れ て 　暗 鵲　驚 く
た うた う

幢幢 と して 燈影　暗 く （『鈔本』作沈 沈 庭院 静）

独 り坐 して微 明 に到 る （『鈔本』作坐 到 夜三 更）

其 六 で は 、 夜ひ と り部屋 の 中に 坐 っ て もの 思 う人物が 登場す る 。 何を もの 思 う

て い るの か は 示 され な い
。 詩 中に 「風 」 字 は

一 度 も現 わ れ ない が 、
一

篇 の 主役

は雨の 到来 を知 らせ る風 で ある 。 芭蕉 の 大 きな葉が 風 に 揺れ て ぶ つ か り合い
、

そ こ こ こ の 竹 林か ら風 が 吹き抜け る音が聞 こ えて くる 。 第 3 句 「蕭蕭」、 こ こ

は 風 の 音 。
「雨意」 は 雨が 降 りそ うな気配 。 蘇軾 「真興寺 閣禧 雨 」 詩 に 、 「雲

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あむ あむ

陰黯黯将嘘遍 、 雨意昏昏欲饂成 。 （雲陰　黯 黯 と し て 将 に 嘘遍 ［大 きく息 を吹

き 出す 。 こ こ は 風 を吹か せ る様 をい う。コせ ん と し 、 雨意　昏昏 と して 醢成せ

ん と欲 す 。 ）」 と見 える 。 第 4 句 「槭槭」、 葉 の 散 る さま 。 盧言甚 「時 興言劃 玉『文
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t ゐ 4

”
ゐ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お

選』巻 三 十） に 、 「槭槭芳葉零 、 蘂蘂芬華落 。 （槭槭 として 芳葉　零 ち 、 蘂 榮 と

して 芬華　落 つ
。 ）」 とあ り、 呂延 済注 に 「撚槭 、 葉落声也 。 」 とあ る 。

「人境 廬

雑 詩」 其
一

の 冒頭 に も 「春風 吹庭樹、 樹樹 若 為秋 。 （春 風　庭樹 を吹 き 、 樹 々

　 い 　 か

　若 為で か 秋 な らん 。 ）」 と春 風 に 吹 か れ て い る に も関わ らず 樹木 が秋 の 様 相
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 ）

を 呈 す る とい うモ チ ー フ が 用い られ て い た が 、
こ こ で も 「誤 秋 声 」 と 、 雨 を

告 げる風 に 吹き散 ら され た葉の 音が 恰 も秋 で あ るか の よ うだ 、 と詠 う。
こ の モ

チ
ー

フ を承 けて 、 頸 聯 は 唐 ・戴叔 倫 「客夜 与故人 偶集 （客夜　故 人 と偶 た ま集

ふ ）」 詩 に 「風 枝驚暗鵲、 露 草覆寒 蛩 。 （風 枝は 暗 鵲 を驚 かせ 、 露 草は 寒 蛩 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 ）

覆ふ 。 ）」 と見 える 秋景 の 表 現 をほ ぼ その ま ま踏 ま え る 。 戴叔 倫 が 「風 枝」 の

語 を 用 い て 枝 を揺 らす 主 体が風 で あ る こ とを明示 す る の に 対 し 、 黄遵 憲 は 敢 え

て 「風 」 字 を用 い るの を避 けた の だろ う。 こ の よ うな陰鬱な雰囲気 の 中で 作中

の 人物 は い っ た い どの よ うな 思 い の 中 に 沈 み込 ん で い るの だ ろ うか 。 第 7 句 「幢

幢燈影暗」 が 元槇 「聞楽天授江州 司 馬」 詩 の 「残 燈無焔影幢 幢 、 此 夕聞 君 謫 九

江 。 （残 燈 　焔無 く して 　影　幢 幢、此 の 夕べ 　君 の 九 江 に 謫せ らる る を 聞 く。 ）」

を踏ま え る こ とか らす る と、 誰 か 遠 く離れ た友 人 に 思 い を馳せ て い るの か も し

れ ない
。 しか し、 『鈔 本 』が 尾 聯 を 「沈沈庭 院 静 、 坐到 夜三 更 。 （沈 沈 と して

　 庭 院 　静 か に 、 坐 して 到 る　 夜 三 更 。 ）」 に 作 り 、 必 ず し も 人 物 が 友 人 を 思

っ て い る姿 を描 い て い た わ け で は な く 、
「幢幢」 が ゆ ら ゆ ら揺れ 動 く様 を 表 わ

す こ とか ら 、 こ こ は 「風 」 字 を 用い る こ とな く屋 内 の 灯火 が 風 に 揺れ る様子 を

描 こ うと し た もの と考 えた 方 が よい だ ろ う。 や は り
一 篇 の 主役 は 「風」 なの で

ある 。

2 ． 「人境廬雑 詩」 其五 ・其六 と 『文選』 「雑 詩」
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　 「人 境廬 雑詩 」 其 五 は そ の 人 の 死 に よ っ て 最 早逢 うこ との 叶わ な くな っ た女

性 の 記 憶をた ど りな が ら 、 人 境廬 の 庭 園内 の ひ と り徘 徊す る人物 を典故 表現 を

多用 して 描 く。 其六 は部屋 の 中に 坐 っ て
一

晩 中ま ん じ りと もせ ず庭 を吹き抜 け

る風 に 耳 を傾 けな が ら 、 何 か し らもの 思い に 沈む人物 を 、 第 1 句か ら 4 句ま で

の 冒頭 2 字を い ずれ も畳語 で 揃 え 、 しか も最後 ま で 「風 」 字 の 使 用 を敢 えて 避

け る よ う工 夫 を凝 らし て 描 き出す 。
上 に も言及 した よ うに 、 其五 と其 六 とは 、

人境廬 と い う空 間 の 中で 何 如 とも し難い 孤独 を抱え る人 物を造形 す る 、 とい う

点で 関連付けが な され て い る 。 しか し 、
こ の よ うな人 物造形 は 「人境廬 雑詩」

前半 4 首 、 即 ち其
一

か ら其 四 まで に描 かれ る人 物 の 造形 と比 較 した時 、 そ れ ほ

ど大 き く は ない が 違 い が ある よ うに 感 じ られ る 。 前半 4 首 の 主人公 は 、 隠棲 か

仕 官 か と い う 「人境廬雑詩 」 を作 っ た 時点 で 黄遵 憲 自身が 直 面 し て い た で あろ

う現 実の 具体的 な懊悩 を抱 えた 、 詩 人 自身 の 分身 と して 造形 されて い る。

一
方 、

こ の 其 五 と其六 とで は 中国古典詩 の 伝統 を襲 うモ チー フ が 人境廬 とい う場 を舞

台 と して 展 開 され る よ うに見 え、 作 中人物 の 個性 とい う点に 於 い て 存在感 が や

や 稀薄 で あ る よ うに 思 われ る か らで あ る 。

　前稿 で も触 れ た よ うに 、
「人 境廬 」 の 語 は 、 言 うま で もな く、 陶淵 明の 「飲

酒 」 其五 に 、

結廬在人境

而 無 車 馬 喧

問君何能 爾

心遠地 自偏

廬 を結ん で 人境に在 り
　 　 　 　 　 か ま び す

而 も車馬 の 喧 しき無 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 しか

君 に 問ふ 　何 ぞ能 く爾 る と

心 　遠 けれ ば　地 　自つ か ら偏な り

とあ るの に 基づ く。 と こ ろ で
、 陶淵 明 の こ の 作は 彼 の 別 集だ け で な く 『文 選 』

巻 三 十 に も採 録 され て い る 。 周 知 の 如 く 、 『文選 』 に は 「雑 詩 」 と い う類 目

が 立 て られ 、 巻 二 九 に 「雑詩 　上 」、 巻 三 十 に 「雑 詩 　下 」 を 收 め 、 「飲 酒 」

其 五 は 「雑 詩　下」 に 見 え る 。 黄遵憲 が こ の こ とを念頭 に 置 い て 「人境 廬雑

詩 」 と い う篇題 を 選 択 し た の か ど うか は判 然 と し な い 。 た だ 、 其五 ・其六 の

内 容 か らす る と 、 或 い は 『文選』の 「雑詩 」 を 意識 して い た か も しれ な い と

考 え られ る 。

　 『文 選 』 中 の 類 目 と し て の 「雑 詩 」、 及 び 個 々 の 作 品 の 篇題 と し て の 「雑

詩」 に つ い て は 、 既 に 森瀬壽三 氏 に 「雑詩 の 性 格 に つ い て 」 とい う詳 細 な論
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 ）

考が あ る 。 氏 は 従来 の 説 を踏ま えつ つ 、
「『文選』に お け る 分類 と し て の 雑詩

は 、巻二 九 に 計 六 十五 首、巻三 十 に計 二 十八 首 、 合計 九 十三 首 採録 され て い る 。
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そ して 、
これ らの 詩群 の 冒頭 に置 かれ て い る の が 、 ほ か な らぬ 『古詩 十 九 首』

と李陵 ・蘇武の 詩群 で あ る 。

… … （中略） … …
。 少 し割 り切 っ た 言い 方 をす る

な らば 、 『文 選』 に お け る 『雜 詩』は 、 こ れ ら二 っ の 詩群の ヴァ リエ
ー

シ ョ ン

と して 考え るこ とが で き る とい える 。 」 と し 、 『文 選』に お け る 「雑詩 」 が 「離

人 離 群」 の 詩 とい う性格 を持 つ こ とを指摘す る。

　 「古詩 十九 首」 や李陵 ・蘇武 の 詩 は 多 く生別 離 を描 くの に 対 し、 「人 境 廬 雑

詩」 其五 は、 虚構 な の か も しれ な い が
、

死 別離を描 く。 しか し、 い ずれ に して

も作 中人物は 或い は 展転 と して 眠 れぬ 夜を過 ご し 、 或い は 眠れ ぬ ま ま辺 りをひ

と り徘徊 す る 。 例 えば、

雑詩二 首

漫漫秋 夜長

烈烈北風涼

展 転 不 能 寐

披衣 起彷徨

彷徨忽 已久

白露 沽我裳

俯 視清 水波

仰看明月 光

天 漢 回 西 流

三 五 正 従横

草虫鳴何 悲

孤鴈独南翔

鬱鬱 多悲思

綿 綿思 故郷

願 飛安 得翼

欲 済河無 梁

向風長歎息

断絶我 中腸

其
一

　　曹丕

漫漫 と し て 　秋夜　長 く
　 　 　 　 　 　 　 　 　 さむ

烈烈 と して　北風 　涼 し
　 　 　 　 　 　 い

展転 と し て 　 寐ぬ る能 は ず
　 　 き

衣 を披て 起ちて 彷徨す

彷徨す る こ と　 忽 ち已 に 久 し く
　 　 　 　 　 　 　 うる ほ　　　　　　　　 s

白露 我 が 裳 を 沽 す

俯 して は 清水の 波を視

仰 い で は 明月 の 光 を看 る
　 　 　 め ぐ

天 漢　迴 りて 西に 流れ
　 　 　 　 　 じゆ うわ う

三 五 　正 に 従 横た り

草 虫　鳴 くこ と何 ぞ 悲 しき
　 　 　 　 　 　 　 か け

孤鴈　独 り南に 翔 る

鬱鬱 と して 悲思 　多 く

綿綿 と して 故郷 を思ふ
　 　 　 　 　 　 　 　 い つ

飛 ば ん こ と を願ふ も安 くに か 翼 を得 ん
わ た　　　　　　　　　　　　　　　　　 は し

済 らん と欲 す る も河 に 梁無 し

風 に 向か ひ て 長 く歎息 し

我 が 中腸 を 断 絶せ ん とす

『文選 』巻二 九 「雑詩　上」 に 收 め る曹丕 の こ の 作は 、
「人 境廬 雑詩」 が 家居

に あ っ て 晩 春 を 送 る人物 を描 くの とは 逆に 、 秋 の 夜 、故 郷 を遠 く離れ帰 ろ うに

も容 易に は 帰 る こ との で きない 地 に あ る人物 の 孤独 を詠 う。 しか し 、
「人 境廬

雑 詩」 其 五 ・ 其 六 に描 か れ る 人 物 の 姿は 、
「離 人 離群 」 の 情 の た め に 「展 転 と

して 寐 ぬ る能 は ず 、 衣 を披 て 起 ちて 彷徨す」 る人 々 の 末 裔た る に相 応 しい
。 其
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六 の 作中人 物 は ま さ し く 「風 に 向か ひ て 長 く歎息 し」 て い る で あ る 。

　 1874 （同治 13）年 の 春 、家居 に あ っ て 「人 境廬雑 詩」 を 作 っ た 時、彼 を取 り

囲 む様 々 な状況 と対峙 する こ とに よ っ て 生 じた 黄遵憲自身の 懊悩 は 、 彼 の 分 身

を主 人 公 と し て 設 定す る作 品の 其一 か ら其 四 ま で の 前半 4 首 に 見 出す こ とが で

きる 。

一
方 、 其五 と其 六 とは 中国古典詩 の 伝統的なモ チ ー フ の

一
つ を継 承 して

お り 、 他 の 誰 で もな く、 その 時 その 場 に 居合 わせ る こ とに な っ て しま っ た黄遵

憲 だ け が 抱き得た よ うな情感 を描 い た よ うに は 見做 し得な い
。 しか し 、 こ の よ

うな作品 に よ っ て 逆に 黄遵憲 とい う
一

箇 の 人 間が 人 境廬 と い う空 間 で 確 か に 生

きて 若 い 日々 を送 っ て きた の だ とい うこ と を表 現 し得て い る よ うに思われ る 。

とい うの も 、 彼 は もっ と長 い 歳 月 を人 境廬 で 過 ご して きた の で あ り 、 人 境廬 に

まつ わ る彼 の 想 い 出は尽 き る こ との な い ほ ど豊 か で あ っ た に違 い な い
。 そ の 忘

れ る こ との で きない ひ とつ ひ とつ の 記 憶を 、 伝統 的 なモ チ ー フ を踏襲 し典型 を

描 くこ とで 、 結晶 させ るこ とに成 功 して い る よ うに 思われ るか らで あ る 。

3 ． 「有弟住東頭 」 と 「楊梁 諸子 好」

　 「人 境廬雑詩」 其 七 と其 八 との 関 連性 は 比 較的容易 に 見 出せ る。
一

方 は 肉親

の 情 を詠い
、

一
方は友 人 の 情 を詠 う。 其 六 の 末句 で 「独坐到 微 明」 と夜 明け を

迎 え た場 面 を承 け 、 其 七 は朝 日が 昇 っ て い く様 か ら始 ま る。

初 日照 高楼

遅 遅樹影 収

苔痕縁壁 漫

花 気 到 簾 留

春軟鶏同粥

人境廬雑詩　其七

　　　　　初 日　 高 楼 を照 ら し （『鈔本 』作微 雨止 復 作）

　　　　　遅遅 と して 樹影 を収む （『鈔本』作疏烟淡 不流）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ　 　 　　 まん

　　　　　苔痕　壁 に縁 りて 漫 に （漫 、 『鈔本』 作上 ）

　　　　　花気 　簾に 到 りて 留ま る （到 、 『鈔本』作 隔）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と も　　 し ゅ く

　 　 　　 　春 　軟 らく して　 鶏

風和鵲 亦柔
　 　 な ご

風 　和 み て

同 に 粥 と して

　　　　　（『鈔 本』作虚 室 白無 影）

鵲 も亦た 柔 らか し

書声牆外 過 　　書 声　牆 外 を過 ぐ

有弟住東頭　　弟有 り　 東頭 に住 む

（『鈔 本』 作孤燈 紅欲 愁）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や 　 　 　 　 　 　　 　 お こ

首聯は 『鈔 本』が 「微雨 　止 み て復た 作 り 、 疏烟　淡 く して 流れず 。 」 と して 、

細か な 雨が 降 っ て は や み 降 っ て はや み 、 淡 々 と した 霞 を吹 き流す風 もない 、動

き を 欠 くや や 沈 鬱 な 薄 暗 い 情 景 を作 り出 して い た の に 対 し 、 現 行本 で は や は り
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無 音で は あ るが 、 眩 しい 光を放つ 朝 日 が ゆ っ く り と昇 っ て い く動 きを加 え 、 清

澄で 明るい 印象が与 え られ て い る 。 昇 っ たばか りの 太陽がた か どの を照 ら し 、

春 の 日が 次第に 高 くな り樹木 の 影 が 短 くな っ て い く。
「初 日」、 唐 ・常建 「題

破 山寺 後禅院 （破山寺 ［江蘇省常熟］の 後 の 禅院 に題す）」 詩 に 、
「清晨入 古

寺 、 初 日照高林 。 （清晨 　古寺 に 入 れ ば 、 初 日　 高林 を照 らす 。 ）」 と見 え 、 爽

や か な朝の イ メ
ー ジ で あ る 。

「照 高殿 」、 曹植 「七 哀詩 」 （『文選 』巻 23所収 ）

に 「明 月照 高楼 、 流 光正 徘徊 。 （明月 高楼 を照 らし 、 流光 　正 に 徘徊す 。 ）」 と

あ っ て 、 孤 高の 様 を描 くの に 用 い られ る。 f遅遅 」、 春 日の ゆ っ く り と した 動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん

きをい う。 『詩経』囲風 ・七 月 に 「春 日遅 遅 、 采繋 祁祁 。 （春 日　 遅遅 た り 、 繋
　 　 　 　 　 き　 き

を 采 る こ と祁祁 た り。 」 とあ り 、 毛 伝に 「遅遅 、舒 緩也 。 」 と見 え る 。
「樹影 収 」、

分か り難い が 、 陸游の 「六 月 十 四 日 、 微雨 、 極凉」 詩に 、
「雲来樹収影 、 雨過

土 生香 。 （雲　来 た りて　樹 　影 を收 め 、 雨 　過 ぎ りて 　土 　香 を 生ず 。 ）」 と

あ る の か ら推す と 、 陸游の 作の 方 が雲 が 日射 しを遮 っ て樹木 の 影がな くな っ て

しま うの を表現す る の に対 し、 こ こ は 朝 日が次第に 高 くな る こ とに よ っ て樹 木

の 影 が 次 第 に 短 くな っ て い く様 を描 くの で は ない か と解せ られ る の で は な い

か 。 苔の 痕が壁 際 に まで 広 が り、 花の 香 りが カー テ ン の 辺 りに ま で 漂 う。 春は

温 か く ニ ワ トリた ち は み な従順 で お とな し く 、 風 も穏 や か に カ サ サ ギ もお とな

しい 。 「鶏 同粥」、韓 愈 「琴操十 首 、雉 朝飛 操」 に 、 「随飛 随啄 、 羣雌 粥粥 。 （随
　 　 　 　 　 　 つ い ば

ひ て 飛び 随ひ て 啄 む 、 羣雌　粥 粥 た り。 ）」 とあ り、 朱熹の 『考異』は 『礼記』

儒行 篇 の 「粥 粥若 無 能 也 。 （粥 粥 と して 能無 きが 若 き な り。 ）」 を 引 き 、 ま た或

るひ との 「界刷 に作 るべ し との 説 を引 く。 『礼記 』の 孔 穎 達疏 に は 「『粥 粥若 無

能 也』者 、 粥粥 是 柔弱 専愚 之貌 、 言 形貌 粥 粥 然 、 如 無所 能 也 。 （『粥粥 と して

能 無きが 若 きな り。 』 とは 、 粥粥 は 是れ 柔弱 専愚 の 貌、 形 貌　粥粥 然 と して 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ケ ン

能 くす る所無きが 如きな る を言ふ な り。 ）1 とあ る 。 ま た 、 『説 文解字』二 篇上 ・口凵

部に 「即 、 呼難 重 言之 。 从Ull州 声 。 読 若祝 。   、 難 を呼 ん で 重 ね て 之 れ を言
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご と

ふ
。 叩 に 从ひ州 の 声 。 読 ん で 祝 の 若 し

。 ）」 と ある 。 第 6 句 、 唐 ・司空 図 「与李

生 論 詩書 」 に 「夜短 猿悲滅 、 風和鵲 喜霊 。 （夜　短 く して 　猿　滅す る を悲 し

み 、 風 　和 して 　鵲　霊 な る を喜ぶ 。 ）」 と見 え る 。 頸 聯 、 『鈔 本』 は 首聯 を承

けて 「虚 室 　白 く して 影無 く 、 孤 燈 　紅 に して 愁 へ ん と欲 す 。 」 に 作 り 、 他 に

誰 もい ない 部屋 の 中、
一

晩 中た っ た 1 本 の ロ ウソ ク の ポ ツ ン と した 光を頼 りに

もの 思い に耽 る孤独 な様 を描 く。 こ の よ うに 、 『鈔本』か ら現行本 へ の 改作は 、

やや 暗い 色調 か ら明 る い イ メ
ー ジ へ とい う変 更 を加 えた もの で あ る 。 『鈔 本』

の 色調 は 「人境廬 雑詩 」 の 前半 4 首 、 其 一
か ら其 四 ま で の ト

ー
ン を 引 きず っ て

い る よ うだが
、 現行 本の 其五 ・其 六 は敢 えて 差別 化を図 る改 作が 施 され たの で

は ない だろ うか
。
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　 し か し 、 こ の 「人境 廬雑詩 」 其 七 の 眼 目は尾 聯に あ る 。 壁 の 向 こ うを書物 を

読む 声が 通 り過 ぎて い く。 そ れ は我 が 陸雲 と も言 うべ き弟の 声で あ る 。 第 8 句

「住東頭」、 『世説新語 』賞誉に 「蔡 司徒在洛 、 見 陸機兄弟住参佐廨中 、
三 聞

瓦 屋 、
士 龍住東頭 、

士 衡住西頭 。 （蔡 司徒 ［蔡謨］　 洛に在 り 、 陸機 兄 弟 の 参

佐 ［属僚］の 廨 ［官舎］中、三 間の 瓦屋 に住む を見 る 。
士 龍 ［陸雲 （262〜 303）

の 字］ は 東頭 に住 み 、 士 衡 ［陸機 （261〜 303 ）の 字］ は 西頭 に 住む 。 ）」 と あ

る の に 基づ く。 黄遵 憲 に は 遵模 （字 は 采 汀 、 1849 〜 1916）、遵 路 （字は公 望 、

1855 〜 1889）、 遵楷 （字は 臑 達 、
1858 〜 1917 ） とい っ た弟 た ち が い た が 、

こ こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1o）

は黄遵路を 指すの だ ろ う 。

　現行 の 『詩草』で は 次の 其八 が 「人境廬雑詩 」 の 掉尾 を飾 る 。

　 　人 境廬雑 詩　 其八

耐冷斎頭客　　耐 冷斎頭の 客
　 　 　 　 　 　 くわん　　　　 い　　　　　　　　 の ち

鰥 魚 不 寐余 　　鰥 魚 　寐ね ざる の 余
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ ね

知君長 独坐 　 　知 る　 君の 長 に 独 坐 して

念我近 何如　　我 の 近 ごろ何如 な るか を念ふ を

哀楽 中年感　　哀 楽　中年 の 感

艱難遠 道書 　 　艱 難 　遠道 の 書

楊梁諸子 好　　楊 ・梁　諸子 　好 し

蹤 跡 亦蕭疏 　 　蹤 跡 も亦 た蕭疏 た り

第 1 句 「耐冷斎 」 に は 「西 寧 学署斎名 、 時詩 五 客此 。 （西 寧学 署 の 斎 の 名 、 時

に 詩 五 　此 に 客 た り）。 」 と の 黄遵 憲 の 自注 が あ る 。 西寧 は 現在 の 青海省 西 寧

市 。 学署は清代 、 地 方 に 置か れ た学校。 詩 五 は梁居実 （1843〜 1911） の 字 。 黄

遵 憲 の 遠 い 親 戚 に 当た り、 黄遵 憲 と同 じ く広 東省 嘉応 州 （梅州 市 ）の 人 。 『年

譜』 同 治 9 （1870 ） 年 の 条 に 、
「梁詩 五 （居 実）之 西寧 、 先生有詩 送 別 。 」 と

あ り、 『輯 補 』 に 庚 午 「詩 五 大 舅 之 西 寧詩 以 誌別 」 4 首 を 收 め る 。 翌 10年 の 条

に は 「梁詩 五 自西 寧 帰相 見 、 先生 有 詩。」 とあ り、 『輯 補』 に 「詩 五 大 舅帰 自

西寧相 見有詩 」 4 首 を收 め る 。 第 2 句 「鰥魚」、 『釈 名』 「釈親属 」 に 「無妻 日

鰥 。 鰥 昆也 。 昆 明也 。 愁 悒不 寐 、 目恒鰥 鰥 然也 。 故其字従 魚 、魚 目恒不 閉者 也 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し うい ふ

（妻無 きを鰥 と 日ふ 。 鰥 は 昆 な り。 昆 は 明 な り 。 愁 悒 して 寐 ね ず 、 目　恒 に

鰥 鰥 然 た る な り 。 故 に 其 の 字　魚 に 従 ふ 、 魚 目　恒 に 閉 ぢ ざれ ば な り。 ）」 と

い う。 『人 境廬詩 草』巻
一

に 「為 詩五 悼 亡詩 」 を収 め 、 そ の 篇次か ら梁居 実の

妻 の 死 は 1870 （同治 9 ）年 の こ とだ っ た よ うで あ るか ら 、 首聯は 梁居実が 妻 を

亡 く して す ぐに 遠 く西寧 へ 赴任 しな けれ ばな らな か っ た こ と を詠 う。 こ の 「人
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境廬雑詩 」 其八 が 1874 （同治 13）年 の 時点 か ら 3 年ほ ど前に遡 っ た時期 を回 想

して の 作で あ る こ とが 分か る 。 頸聯は 王 士 禎 「寄汪菖 文堯峰隠居 四首 （汪菖 文

堯 峰隠居 ［汪碗 、 字は 蓍 文 、 晩 に 堯 峰 と号す 。 ］ に 寄す 、 四 首）」 其三 に 、
「哀

楽 中年 事 、 艱 難遠 道書 。 （哀 楽 は 中年 の 事 、 艱難は 遠道の 書 。 ）」 とあ るの をほ

ぼ そ の ま ま用 い る 。
「哀楽中年感 」 は 『世説新語 』言 語 に 、 「謝太傅語 王 右軍

日 、 『中年傷於哀楽 、 与親友別輙作数 日悪』。 （謝太傅 ［謝 安 ］　 王 右軍 ［王 羲
　 　 　 つ

之 ］ に 語 げて 曰 く 、 『中年　哀楽 に傷 む 。 親友 と別 るれ ば 、輒 ち数 日の 悪 を作

す』 と 。 」 とあ る の に 拠 る 。 第 7 句 「楊 梁」、 銭仲聯 は 楊我 穀 と梁居 実 、 梁 国

瑞 の こ とで あ る と注す る。 楊 我穀は 黄遵憲 の 同学 。 梁国瑞 、 字 は輯五 、 広東省

嘉応州の 人 。 しか し、
一 篇 は梁居実 との 友情 を主題 とす る の で あ っ て 、楊我穀 、

梁国瑞の 名 を強 い て 挙 げ る必 要 は な さそ うで あ る 。 第 8 句 の 「蹤跡1 が 双声 で

ある の に対 し 、 第 7 句 に 「楊 梁」 とい う畳韻語 を配す るた め 、 わ ざわ ざ楊 我穀

の 姓 を加 えた に過 ぎな い
。 だ が 、こ の 詩 が梁居 実 へ の 親愛 の 情 を描 くに して も 、

第 1 句 か ら第 7 句 まで に は人 境 廬 との 関連 性 が 見 え て こ な い
。 第 8 句 に 至 っ て

よ うや く人 境廬 との 接 点が 現 われ る。
「蹤跡」、 本来は 足跡 の 意 で あ るか ら 、

こ こ は友 人 た ちが こ の 人境 廬 を尋ね て くれ る こ と も近 頃 は稀 に な っ て しま っ た

こ とを述 べ るの だ ろ う。 自分 も友人 たち もま だ若 か っ た 頃 は親 し くお 互 い の 家

を訪 問 し合 うこ と もで きた が 、 そ れぞれ が年 齢 を加 え 厂中年 」 とな っ て しま っ

た 今は 皆 が そ れ な りに忙 し く、 なか なか 家を 訪 ね る機会 が 得 られ な くな っ た の

で あ る 。
「人 境廬 雑詩 」 とい う詩題 の 下 に 梁居 実 との 友情 を描 く際に 、 敢 えて

こ の よ うな構成 を選 択 したの だ と考えて よい と思 う。

お わ りに

　 「人境廬雑 詩」 其 七 ・ 其八 は 2 首
一

組 で 親故の 情 を描 く。 前稿 で 述べ た よ う

な其
一

か ら其 四 まで と杜甫 「秦州 雑 詩」 との 関わ り 、 こ の 稿 で 言及 した 其 五 ・

其 六 と 『文選 』 「雑 詩」 との 関わ りと比 較 し て み た時 、
こ の 其七 ・其八 に は 黄

遵憲以 前の 詩人た ちの 手に な る 「雑詩」 との 繋が りを見 出 し難 く感 じる 。 けれ

ども 、 人 境廬 とい う場 で 営まれ て きた 目々 の 暮 しを振 り返 っ て み た時、 黄遵憲

に と っ て 肉親 と友 人 とは 欠 くこ との で きない 存在だ っ た 。 そ こ で 、 「人 境廬 雑

詩」 の 「雑詩」 が、 人 境廬 に ま っ わ る様 々 な事 ど もを素材 と し、 人境廬 とい う

場 に 置か れ た 人 物 の 胸 中を去 来す る多様な想 い を詠 出す る こ と を主題 とす る作

品群 とい う意味を持 つ よ うに な っ たの で ある 。 は じ め に 述 べ た よ うに 、 彼 に は

「人境廬 雑 詩 」 の 他 に も 「新 嘉坡 （シ ン ガ ポ ー
ル ） 雑詩 十 二 首」 （『詩 草』巻

七 ）、 後 年 の 補作 と して 「養疳 雑 詩 」 17首 （同巻 七 ）が あ る 。 前者 は 12首 とも
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五 言律詩 の 詩型 で シ ン ガ ポ
ー

ル に まっ わる様 々 な事物 を 詠 い
、 そ の 時 シ ン ガ ポ

ー ル とい う場 に 身 を置 い て い た 作 中人 物の 情感 や想念 を描い て お り
、 内容的に

は 「香 港感懐」 10首 （巻
一

） と似 た雰 囲気 を漂 わ せ る 。 後者 は い ずれ も七 言 絶

句で あ り、 病気 療養の 間に 胸 中に 去 来 した い ろい ろ な事柄 を主題 とす る作品群
　 　 　 　 　 11｝

とな っ て い る。

　前稿の 冒頭 に 現行 の 『詩 草』に 収録 され て い ない 「人境廬 雑詩 」 其十 を掲げ

た 。 其 十は どち らか と言 え ば前半 4 首 と内容 を同 じ く して い た
。 其九 は 次の よ

うな作で あ る 。

人境廬雑 詩

扶 笨 訪花柳

偶
一

過 隣家

高芋如 人 立

疏藤 当壁 遮

絮譚 十年 乱

苦問長官衙

春水 池塘満

時 聞 閣 閣蛙

　 其九
きよ う　　 つ ゑ つ

筑 を 扶 き て 花 柳を訪 ね

偶
一

　 隣家 を過 ぎる
か う　 う

高芋は 人 の 如 く立 ち

疏藤は壁 に 当 た りて 遮 ら る

絮譚 す　十年 の 乱

苦問す　長官 の 衙

春水 　池 塘に満 ち

時 に 閣閣 た る蛙 を聞 く

杖 をつ い て 花や柳 を愛 で るた め に散 歩 に 出掛 け、偶 々 隣家の 前 を過 ぎ っ た 。
「扶

第 」、 黄 遵憲 は こ の 時27歳で あ る か ら 、 実際 に は まだ杖 を っ い て 歩 くほ どで な

か っ た だ ろ うが 、
「遊 豊 湖 三 首」 其 二 （『詩 草』 巻 一

） に も 「扶 筑 朝 看 花 、 入
　 　 　 　 　 きょ つ　 　 　 　 　 　 　 　 つ ゑ つ

夜 不
一

坐 。 （筑 を 扶 き て 朝 に花 を 看 、 夜 に 入 る も
一

た び も坐 せ ず 。 ）」 と い う。

背の 高 い 芋は ヒ トの よ うに す っ く と立 ち 、 疎 らな藤は 壁 よ り先 に は 蔓を伸 ばせ

な い で い る 。
「絮譚 」、 絮 談 に 同 じ く、 く ど く ど喋 る こ と 。

「十年 乱」 は 太 平天

国 の 乱 を指す の だ ろ う。
1865 （同治 4 ）年 10月 、 太平天 国の 残党が 嘉応州 を襲

い
、 黄遵憲 は葉氏 と結婚 して 僅 か 数 日後 、

一
家全 員命 か らが ら脱 出 で き た とい

う事件 が あ っ た 。
「苦 問 亅、 あれ こ れ 問 い 質す こ と 。 中央か ら派 遣 され て 来 た

役 人に つ い て い ろい ろ尋 ね たの だ ろ う。 蘇軾の 恵州期の 作 と され る 「寄高令」

詩に 、
「満 地 春風 掃 落 花 、 幾番 曾酔長 官衙 。 （満 地 の 春風 　落花 を掃ひ 、 幾番

か 曾 て 酔ふ 　長 官 の 衙 。 ）」 と見 え る 。 季節 は 春 、 池に も水が い っ ぱい に 溢 れ

て い る 。 と、 そ こ に ケ ロ ケ ロ と蛙 の 鳴 き声 が 聞 こ え て きた 。 「閣 閣 」 は カ エ ル

の 鳴 き声 。 陸游 「山 園雑詠 」 其 二 に 、 「科斗 已成蛙 閣閣 、 桜 桃初結 子 青青。 （科

斗 巳 に 成 りて 蛙 閣閣 、 桜 桃 初め て 結び 子 青青 。 ）」 とあ る 。 作 品

は 、散 策の つ い で に 隣人 と世間話 に 花 を咲か せ る とい う、 の ん び りと隠者 の 生
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活 を楽 しむ 人 物 を描 い て い るか の よ うに見 え る 。 た だ 、 韓愈 の 「雑詩 四 首」 其

四 に 、

雀鳴朝営食

鳩鳴暮覓羣

独 有知時鶴

雖鳴不 縁身

暗蝉終不 鳴

有抱不列 陳

蛙 黽 鳴無 謂

閤閤祗乱 人

雑詩 四 首 　其 四 　　韓 愈

　　　　 雀は 鳴い て 朝 に食 を営み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もと

　　　　 鳩は 鳴い て暮れ に群 を覓 む

　　 　 　 独 り時 を知 るの 鶴 有 り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ

　　　　 鳴 くと雖 も身 に縁 らず
　 　 　 　 い ん ぜ ん　　 つ ひ

　　 　 　 暗 蝉 は終 に 鳴か ず

　　　　 抱 く有る も列陳せ ず
　 　 　 　 あ ば う

　　　　 蛙 黽 は鳴 く も謂 はれ 無 く
　 　 　 　 か ふ か ふ　　　　　　　た

　　　　 閤閤 と して祗 だ人 を乱 る の み

とあ る の を踏ま え る の で あれ ば 、 や は り作 中人 物 を 思 い 悩 ませ る何 もの か が 心

の 中 に蟠 っ て い る と考 えるべ きなの か も しれ な い
。 韓愈 の 作 が 「雑詩 」 とい う

詩題 を持っ だ け に 、 こ ち らの 解釈 の 方が妥 当で あ ろ うか 。

　其 九 の 作 中人 物 が 隣人 との 昔話 に 花 を咲 か せ る とい うよ うな「近郊 の 楽 しみ 」

を味わい なが らも 、
カ エ ル の 鳴き声に 漠然 た る不 安や不満 を掻 き立 て られ る姿

は 、 其十 と同様 に 「人境廬雑詩」 前半 4 首の 系譜 に 連な っ て お り 、 特 に 其 一 と

通 じ合 うもの が あ る 。 しか し 、 内容的 に其 十 との 関連性 は薄 く 、 2 首
一

組 とい

う 「人境廬雑詩」 全体の 構想か らは 外 れ る だ ろ うし 、 其 九 と其十 とを加 え る と

前 半 4 首 ・後半 4 首 とい う構 成 か らも逸脱 して しま う。 現行 の 『詩 草』 か ら其

九 と其 十 の 2 首が 削 られ た理 由 も こ の 辺 に あ る と考 え られ る 。

　以 上に 述 べ た よ うに 、
「人 境廬雑詩」 の 「雑詩」 は 、 杜甫 の 「秦州雑詩」 や

『文 選 』 の 「雑 詩」、 或 い は 韓愈 の 「雑詩 四首 」 其 四 な ど、 こ の 詩題 を持 つ 多

くの 先行 作 品を意識 し つ つ
、 人境廬 に まつ わ る様 々 な事物 を素材 に して 、 作 中

人物 の 心 の 中を表 出す る とい う意 味合 い で 用い られ て い た 。 そ の 意味で は 「詠
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12）

懐」 とい う詩題 と似通 っ た部分が あ る か も しれ ない 。

　ただ、 こ こ で 注 目 し て お きた い の は 、黄 遵憲 の 詩 を作 る とい う行 為 に 対す る

態度 で あ る。 『詩 草』 に收 め るす べ て の 作 品 が そ うで あ る とは 言 え ない だ ろ う

が 、 こ の 「人境廬雑 詩」 な ど幾 つ か の 作 品は 内容 よ りも詩題 の 方が 先に 立 つ 形

で 作品 が 構 想 され て い る よ うに 見 え る 。 詩 に よ っ て 表 現 した い 何 もの か を詩 人

が心 の 中に わ だ か ま らせ て い るの は 当然 で あ る に して も、 それ が その ま ま言 葉

に よ っ て 紡 ぎ出 され る よ り前 に 、詩題 を選 択 し 、 その 詩 題 に 合わせ る形 で 作品

全体が 構想 され る 、 黄遵憲の 作品 の
一

部分 は そ の よ うに 作 られ て い るの で は な
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い だ ろ うか 。
「人境廬 雑詩 」 の 場合 は 、 改修 に よ っ て 住ま い の 名 を 「人境廬 」

と改め た の を機 に 、 思 っ た こ と 、 感 じた こ と 、 考 えた こ と 、 思 い 出 した こ とな

どを詩 に よ っ て表現 し よ うと した 時、 まず 「人境廬雑詩」 とい う詩題 が設 け ら

れ 、その 後 で 内容 が構 想 され た よ うに 見 え る とい うこ とで あ る 。 後 に現行 の 『詩

草』 を編纂する 際に は 、 そ の 構 想 が よ り構造 的に組 み 立 て られ るこ とに な り、

前後 半 4 首ずっ 、 2 首
一

組 とい う体裁 に収斂 し 、 其九 と其十 とが 削除 され たの

だ ろ う。

　こ の よ うに 、 黄遵憲 とい う詩人 は 、詩 を作 る こ とそ の もの を 楽 しむ と い うよ

りも 、
どの よ うな詩 を作 ろ うか と あれ これ 構想 を練 るこ とを 楽 しむ 詩 人 で あ っ

た よ うに 思われ る 。 そ の た め 、 彼 の 作 品に あ っ て は彼 自身 の 分 身 と お ぼ し き人

物で あ っ て も 、 ま るで 物語中の 人 物 で あ る か の よ うに 造 形 の 手 が 加 え られ て い

る 場 合 が あ る 。
「人 境廬 雑 詩 」 で も 、 作 中 人 物 は 隠棲 と仕官 との 間で 深刻 に思

い 悩ん で い る けれ ども 、 黄遵憲 は既 に 廷試 を 受験す る こ とに 意 を決 して お り 、

必 ず し も身 を裂 くよ うな懊悩に 陥 っ て い た とい うわ けで は ない の だ ろ う。 彼 に

と っ て 詩 を作る とい う行 為 は趣 味 的で あ る と も言 え るの で は ない だ ろ うか 。

　彼 の 詩集で あ る 『人 境廬 詩 草』の 「詩草」 の 語 は 、 晩唐期 か ら詩 の 草稿 と
　 　 　 　 13）

い う意味 で 用 い られ て い た の が 、 や が て 明 の 頃 か ら詩集 の 名称 と して も用 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しの

られ る よ うに な っ た もの の よ うで あ る 。 黄遵 憲 が 自分 の 詩 集 を編 纂 し て 「詩

草」 と名 付 けた の に は 、 自分の 作 は草稿程 度の もの で しか な い とい う謙 遜の 意

を込 め た か っ た の だ ろ う。 或 い は そ の よ うな名付 け方 か らは 、 治国平天 下 、 経

世 済民 を事 とす る儒者 で あ ろ うと して 、 詩作 とい う行為 その もの は 自分 の 「余

技 」で しか な い と位 置 付 けた 、 黄遵憲 の 矜 恃 を酌み 取 る べ きなの か も しれ ない
。

（注）

1）現在 の とこ ろ、容 易 に 入 手 で きる黄遵憲 の 詩 文 の テ キ ス トに は 、

　　 a 国家清史編纂委 員会 ・文献叢刊 『黄遵憲全集 （上 ・下）』 （陳錚編　中華書 局　2005）

　　b 『黄遵憲集』上 ・下巻 （呉 振清他編校整理 天 津 人民 出版社 2003）

　が あ る 。 a に は 『人境廬集外 詩輯』 を 更に拡 充 させ た 「入境廬詩輯補」 を収 め 、　 b に も

　同様 に 「補遺」 を収 め る。『人境廬詩 草』に つ い て は次 の 2 種が あ る 。

　　c 『人境廬 詩 草箋注』 （銭仲聯箋注　古典文学 出版社　1957、以 下 「旧箋 注』）

　　d 『人境廬詩草箋注』 （銭 仲 聯箋 注　上 海古籍 出版　1981、 以 下 『箋 注』）

　本稿で は a を底本 と し、 b ・c ・d を参考に した 。 『人境廬詩草』の 書誌学的 な概 要 に

　つ い て は c ・d に 附録 として 掲載 され た 銭仲聯の 「夢菖盒詩話」 に 詳 し い
。 それ に よる

　と、『人境廬詩草』は 黄遵憲が 生前 に何度 か 編 集整理 の 手 を既 に 加 え て い た の で 、現 行
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　の 『人境廬詩草』 とは 異なる稿本が 何 種類 か 存在 した ら し い
。 現在北京大学図書館が 所

　蔵す る 四 巻鈔本 『人 境廬詩草』（c ・d で は 『鈔 本』 と略称 され る 。 ） は周俸人 が北京の

　古書店で 購入 した もの ら しく、現行 『入境廬詩 草』の 巻一か ら巻 六 ま で に 該 当す るが 、

　異同が 大変多い 。北京大学中文系近代詩研 究小組 が編纂 した 『人境廬集外詩輯』は こ の

　 『鈔本』 を基礎に して い る。 こ の 他 に黄遵 憲の 門人 で ある 楊徽五 が 所 有 して い た巻五 か

　ら巻八 まで の 原稿本 （c ・ d で は 『原稿本』）が あ り、 これ に も現 行 『人境廬詩 草』 と

　の 異同が ある 。

2 ）拙稿 「黄遵憲 『遊豊湖』に つ い て 」 （「中国中世文 学研究」 第45 ・46合併号　2004年 10

　月〕、
「3 年 ご との 豊湖　

一
黄遵憲 『遊豊湖』『庚午 六 月 重到 豊湖誌 感』

一
」 （「中国古典

　文学研 究 」 第 2 号　2004年 12月）参照。

3 ）銭仲聯 注 に 「『原稿本』凡 十 六 首、此刪存十 二 首 、 已刪去 之四 首今収 入 『人境廬集外

　詩輯』中。」 とい う。

4 ）銭仲聯注に 、「『鈔本』無此詩、『新民叢報』第二 十七 号載此詩凡 十六 首 。 此存十 四首。

　其第七 ・九 首今収 『人境廬集外詩輯』中。」 とい う。 『新民叢報』は 黄遵憲の 盟友 とも言

　うべ き梁 啓超 が 中心 とな っ て 1902年に横浜で 発行 した半月刊 の 雑誌 。

5 ） こ の 故事成語 は 、 宋 ・計有功 『唐詩紀事』杜牧 に、 「牧佐 宣城 幕 、 遊 湖州 。 刺史崔君

　張水戯、使州人 畢観。 令牧間行 閲奇麗 、 得垂 髫者十余歳。後十 四年牧刺湖州 、其人 已嫁

　生子 矣 。 乃悵而 為詩 日、『自是 尋 春去 校 遅 、不須惆悵怨 芳時。狂 風 落尽 深紅 色、緑 葉成

　陰子 満枝。 』 （牧　宣城の 幕 に佐 た り しとき、湖州 に遊ぶ 。 刺 史崔君 　水戯 を張 り、州人
　 　 　 　 ご と ご と　　　　　　　　　　　　　 ひ そ 　　　　　　　　　　　　　　　　 す い て う

　 を して 畢 く観 しめ 、牧 を して 間 か に 奇麗 を閲 しむ るに 、垂 髫 なる 者の 十 余 歳 な る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うれ

　を得 た り。 後十 四年 牧 湖州 に 刺た り、其の 人 已 に嫁 して 子 を生 め り。 乃 ち 悵 ひ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 やや　　　　　 ち うちや う

　て 詩 を為 りて 曰 く、『自ず か ら是れ 春を尋 ねて 去 る こ と校 遅 く、惆 　悵 と し て 芳時 を怨
　 　 　 もち

　む を 須 ひ ず。狂 風　落 と し尽 くす　深紅の 色、緑 葉　陰 を成 して 　子 　枝 に 満 つ 』と
。 」

　と見 える 記事に 拠 る 。 杜牧にま つ わ る こ の 記 事 は 『太平広記』婦人 部四 に 引く晩唐 ・高

　彦休 『唐闕史』や元 ・辛文房 『唐才子 伝』 などに も見 える。 記事 中の 詩 は 『樊川 文 集外

　集』に 「歎花」 と題 して 収 め るが 、字句に異 同 が あ り、 「自恨 尋 芳到 已遅 、 往年曾見未
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は なは

　開時 。 如今風擺 花狼 籍 、 緑葉成陰子 満枝。 （自ら恨 む　芳 を尋 ね て　到 る こ と 巳 だ遅

　き を、往年曾て 見 る　未だ 開か ざるの 時。如今　風 擺 い て　花狼 籍た り、緑葉　陰 を成

　 して 　子 　枝に 満 つ
。 」 に 作る 。 『杜牧詩 選』 （松浦 友 久 ・植 木 久行編訳　岩波文庫　200

　4）は 『唐闕 史』 の 記 事 を引 き っ つ 、

　　　 『全 唐詩』五 二 七 に は 、
「悵詩」 と題 して 収め る 。

「歎花」 詩 と こ の 「悵詩」 で は、

　　　 第四 句を除い て 文字の 異 同 が 多い が 、や は り同
一

の 作品 で あ ろ う。 （『全唐詩 』五
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ ピ ソ

　
ド

　　　 ニ 四 に は 「歎 花 」 詩 を収 め る。） こ の 逸　 話 自体は 、杜 牧の 伝 記 等 と矛 盾 す る点 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ イ クソ ヨ ン

　　　含ん で お り 、
「歎花」 詩 と風 流才子 の 評判 を結 び つ け た 、 後 人 の 付 　 会 ら しい

。

　 と注す る 。
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6 ）語 は唐 ・段成式 『酉陽雑俎』玉 格 に 、「貝丘 西有 玉女山。伝云 、晋太始中、北海蓬球 、

　宇伯堅 、入 山伐木 。 忽覚異香、遂遡 風 尋之 、至 此 山。廓然宮殿盤鬱 、楼台博敞 。 球入 門

　窺之 、見五 株 玉 樹 。 復稍前、有四婦人 、 端妙絶世 、 自弾碁於堂上、見球倶 驚起、謂 球日 、

　 『蓬君何故得来』。 球日、『尋香而至』。 遂復還戯 。

一
小者便上楼弾琴、留戯者呼之日 、『元

　暉 、 何謂独升楼』。 球樹 下立 、 覚少饑 、 乃以舌舐葉上垂 露 。 俄然有
一

女乗鶴 而至 、逆恚

　 日 、 『玉華汝等 、 何故有此俗人 。 王母 即令 王方 平行諸仙 室』。 球 懼而 出門 、 迴 顧 、 忽然不

　見 。 至家乃是建平 中 。 其旧居閭 舍 、 皆為墟墓矣。 （貝 丘 ［唐代の 県名 。 山東省清平県］

　に 西 に玉 女山有 り。 伝 に云ふ 、晋の 太 始 （「泰 始 亅 の 表記が
一

般 的。 265〜 274） 中、北

　海 ［唐の 郡名 。 山東省益都県コの 蓬球 、 字は 伯堅 、 山に 入 りて 木 を伐 る。 忽ち異香を覚
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は く し ゃ う

　え、遂 に風 を遡 りて 之れ を尋 ね 、 此の 山に 至 る。 廓然 と して 宮殿 盤 鬱 し、楼 台 博 敞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ややすす

　 ［広 々 と した さま］す 。 球　門 に入 りて 之れ を窺ふ に、五株 の 玉 柑 を見る。 復た 稍 前
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た

　め ば 、 四婦 人 有 り 、 端 妙絶世 、 自ら碁を 堂上 に 弾 く 、 球 を見て 倶に 驚 き起 ち 、 球 に謂ひ

　て 曰 く 、 『蓬君 　何 の 故 にか来 た る を得 るか』と。 球 　曰 く 、 『香 りを尋 ね て至 れ り』と。

　 　 　 ま

　遂 に復還 た戯 る。
一

小者　便 ち楼 に 上 り て 琴 を 弾 じ、留ま りて 戯 るる者　之 れ を呼 びて

　 　 　 　 　 　 　 な ん す れ

　日 く 、 『元 暉 、 何 謂 ぞ独 り楼 に升 る や』 と。 球 　樹 下に 立ち 、少 し く饑 うる を覚 え、乃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ つ し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぎゃ くい

　ち以 て 葉 上 の 垂 露 を 舌 舐す 。 俄 然　
一

女の 鶴 に乗 りて 至 る有 り 、 逆 恚 して 曰 く、『玉

　華　汝等 、何 の 故か 此 の 俗人 有 る。王 母 　即 ち王 方 平を し て 諸れ を仙室に行 か しめ ん』

　 と。 球　懼れ て 門を出で 、迴顧すれ ば、忽然 と して 見 えず，家に 至 れ ば乃ち是れ建 平 （3

　99 〜 405）中な り。 其の 1日居閭舍 ［居 室］、皆な墟 墓 と為れ り。 」 とあ る の に 拠 る 。

7 ）宋 ・張侃 「宿 彌 陥興福 院遇詩 僧 妙寧 （彌 施興 福院 に 宿 り、 詩 僧妙寧 に遇 ふ ）」詩 に 、「今

　宵僧院借牀眠 、風 誤 秋声在枕辺。 （今 宵　僧院　牀 を借 りて 眠 り、風 　秋 声 と誤 りて 枕

　辺 に 在 り。 ）」 とい う。

8 ）戴 叔倫の 「客夜与 故人偶 集 1 詩 は 「全 唐詩 』に 拠 っ た 。 首聯に 「天 秋月又 満、城闕夜

　千 重。 （天　秋 に し て 　月　 又 た満 ち 、城 闕　夜 　千 重 。 ）」 とあ り 、 秋 景 を描 くの だ と

　い うこ とが分か る。 こ の 五律は 『唐 詩三 百首』に も收 め るが 、 詩題 を 「江郷 故 人偶集客

　舎」 と し、「寒 蛩 J を 「寒 虫J に 作る。

9 ）森瀬 壽 三 氏 「雑詩 の 性格 に つ い て 」 （『唐 詩新 攷 』　 関 西大 学出版部　 1998 、原載 「関

　西 大学 文学論集 」 第 34巻第 1 号 　1984） に、 「近 年 に お け る 『雑詩』 の性 格 に 関す る文

　献 と して 次の もの が ある。」 と して、

　　　
一

海 知義 「西 晉の 詩 人 張協 に っ い て 」 （『中國文學報』第七冊 ）

　　　 長谷川滋成 「『雑詩』 とい う意味」 （『広島大学中国 中世文学研 究』 2 ）

　　　 後藤秋正 「『雑 詩 』と魏晋 の 詩 人達 」 （笠 間書院 『中国文学 の世界』第五 集）

　　　斯 波六 郎 「雑詩 」 （平凡社 『世界 百科大 辞典』）

　　　
一

海知義 「雜詩 に つ い て 1 （口頭発表要 旨 『日本 中國學會報』第十集）

　　を挙げる 。
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工0）『人 境廬詩草』巻二 は 巻頭 に 「寄四剃 2 首を載せ 、 そ の 直後に 「人境廬雑詩j8 首

　を收め る 。
「寄四弟」 の 題下に は銭仲聯が 「案、公 度従 弟由甫日 、『此 乃寄遵路者。公 度

　同母 弟三 人 、 依次序 、公 度長、遵謨第二 、遵路第三 、遵楷第 四 。 称遵路為 四弟者、係照

　同祖父兄 弟排列 。 遵路 、 字公 望、州庠生 。 』 （案ず る に 、 公 度 ［黄遵憲の 字］ の 従弟　由

　甫　日 く、『此れ 乃 ち遵路に 寄す る者 な り。公 度の 同母 弟 　三人 、次序 に 依れば 、公度

　は長た り 、 遵謨 ［字は 采汀、 1849〜 1916］は第二
、 遵路 ［字 は公 望 、1855〜 1889］ は第

　三 、遵楷 ［字は鵬 達 、 1858〜 1917］は 第四 。遵路 を称 して 四弟 と為す は 、祖父 を同 じ う

　す るの 兄弟の 排列 に 照 らす に係 る。遵路、字は 公 望 、 州 庠生 た り』 と 。 」 との 案語 を附

　す。 「寄四剃 2 首 は 、 廷 試 に応 じる た めの 家居 を離れ るに 臨み 、 黄遵憲が 弟の 遵路に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くわん し う

　宛て て 「人生歓聚 時 、 何知 苦別 離 。 （人生 　歓 　聚の 時 、 何 ぞ知 らん 　別離に 苦 しま ん

　 こ とを。）亅 と別れ の 辛 さを述 べ る 。 こ の 年、黄遵路は 州 学 に入 っ た ばか りだ っ た 。 銭仲

　聯 「黄公 度先生年譜」 （注 1 ） 前掲の c ・d に 附録、以下 「年譜』） 同治13 （1874）年に

　 「叔 弟公 望入 州学。 」 とある 。 そ の 其
一

に 「有時隔屋 語 、 亦復穴壁 窺 。 （時 に屋 を隔 て て
　 　 　 　 　 　 ま　　　　　　 うが

　語 る 有 り 、 亦 復た壁 を 穴 ちて 窺ふ 。 ）」 とあ るが 、『鈔 本』は こ の 2 句 を 「東頭伏案誦 、

　西頭穴壁窺。（東頭 　案に伏 して 誦 し、西頭　壁 を穴ちて 窺ふ
。 ）亅に 作 り 、

「人境廬雑詩」

　 其 七 と同様に 陸機 ・陸雲兄 弟の 故事 を用 い る 。

11） 「新嘉坡 （シ ン ガ ポ ー
ル ）雑詩十二 首亅 「養痾雑詩 」 17首に つ い て は 、稿 を改め て 論 じ

　 るこ とに した い
。

12）注 9 ）前掲書に掲 げ られ た一
海知義氏 「西 晉の 詩人 張協に つ い て 」 （『中國 文學報』第

　七冊　1957）に 、「とす れ ば 、 文選 の 同 じ分類の
一

っ で ある 『詠懐』 と 、 それ （「雑詩」

　 を指す 。

…小川 注） は全 くか わ らな い ジャ ンル で あ る とい えよ うし、事実内容か らい っ

　 て もそ うで ある 。 」 との 指摘が ある。

13）管見 の 及 ぶ 限 りで は 、 皮 日休の 「江南書情 、
二 十韻 。 寄秘 閣韋校書貽之商洛宋先輩垂

　 文二 同年 （江南書 情 、
二 十韻 。 秘閣韋校 書貽之 ・商洛の 宋先輩 垂 文 の 二 同年 に寄す。）亅

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ふ　　っ ら　　　　　　　　　　　　　が む　　む し ば

　詩 に 「薬苞陳雨匿 、董菫蠹雲函。 （薬苞は雨 匿 に 陳 な り、詩草は雲 函 に 蠹 まる
。 ）」、

ま

　た 「奉和 魯望 新 夏東郊聞 泛 （魯望 ［陸 亀蒙 の 字 ］ の 『新夏　東郊 に 聞泛す』 に 奉和
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くわ うべ

つ

　 す 。 ）」 詩 に も 「碧莎裳 下携詩草、黄鶴楼中挂酒笥。 （碧莎裳下 　詩 草 を携 へ 、 黄 鶴 楼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ゆ し う

　 中［鶴 は 蔑の 異体字。楼の あ る客船 。 黄鶴は隋の 煬 帝が 江南 に 下 っ た時の 船の 名。］　酒 騎

　 ［さけ こ し］を挂 く。」 とあるの が早 い 例 の よ うで あ る 。

14）『四 庫全書総 目提要 』集部 ・別集類 存 目三 に 明 ・趙 漢撰 『漸斎詩草』、同 じ く別集類存

　 目四 に 明 ・徐学詩撰 『石 龍菴 詩草 』な どと見 える の が そ の 例で あ る 。
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